
消 毒 体 制

①石灰帯を設置
車両が農場に立ち入る際に、必ず

石灰帯を通るように農場の出入口に
消石灰を散布します。
大型車両のタイヤが１周するように、

石灰帯の長さは４ｍ以上とします。
消石灰散布時は、特に目に入らな
いように、保護メガネ、マスク、手袋な
どを着用します。

②畜舎ごとに踏み込み消毒槽を設置
人が畜舎に立ち入る際に、必ず踏み込み消毒槽を
通るように畜舎の出入口に設置します。
長靴の汚れをしっかり水洗いしてから踏み込み消
毒槽に入ることで消毒効果が向上します。
また、消毒薬はふんなどの有機物が混入すると消
毒効果が落ちるため、汚れたら早めに交換します。

③外来者用の専用長靴を用意
外来者に対して専用長靴を用意することは、病原
体の侵入防止対策として、とても有効な手段です。
靴底の汚れが完全に落ちない場合や消毒薬の効
果が不十分な場合と比較すると、長靴の交換は確実
な対策と言えます。

病原体を農場内に持ち込まないように、確実に対策をとり
ましょう。
車両への石灰帯設置、畜舎ごとに踏み込み消毒槽設置、
外来者には専用長靴の履き替えが効果的です。

車両や長靴に付着した病原体が畜舎内に侵入し、悪影響を及ぼさないよう、消毒
を徹底しましょう。

踏み込み消毒槽設置

消毒槽
汚れ落とし
用の水

外来者用の専用長靴を用意している事例

１ 石灰帯、踏み込み消毒槽の設置

７

タ
イ
ヤ
痕

４ｍ以上の

石灰帯

タイヤの１周
約４ｍ弱あります

４ｍ未満の

石灰帯

○×

しっかりした石灰帯
は農場へ出入りする

人たちの意識を
高めるよ！
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④冬期間の消毒薬の凍結防止
厳寒期は、踏み込み消毒槽にウインドウォッシャー液を混合することで凍結防止が行えます。
気温マイナス20℃で、水：ウインドウォッシャー液の割合を１：１で作製します。このとき、あらかじ

め消毒薬を水に溶かしてから、ウインドウォッシャー液を加えます。
ウインドウォッシャー液は引火性があるので取扱には注意しましょう。

(冬場の消毒について、2011年1月、社団法人北海道家畜畜産物衛生指導協会資料より)

⑤農場訪問時の防疫対策(主に関係機関向け)
農場訪問時は、消毒薬の入った噴霧器と長靴消毒用の
バケツとブラシをあらかじめ車に準備しておきます。
噴霧器は車両のタイヤ、マット等を消毒します。また、消毒
薬の入ったバケツで、長靴をしっかり消毒します。
手指は、手指消毒用の消毒剤(アルコールスプレー等)で
消毒します。

２ 消毒薬剤の種類
消毒用噴霧器と長靴消毒用のバケツ

混合液の作り方：資材 夏場1000倍希釈 秋から春500倍希釈

逆性石鹸 200ml 400ml

マイクロ水酸化カルシウム
(0.2％で作製の場合)

400g 400g

水 200リットル 200リットル

※ アルデヒド系など、購入には獣医師の証明が必要な消毒薬もあります。
獣医師と相談・確認の上、購入・使用して下さい。

※※※ウイルスのエンベロープ（膜）の有無について
有－牛伝染性鼻気管炎、ウイルス性下痢、牛流行熱、

牛コロナウイルス病、牛ＲＳウイルス病など

無－口蹄疫、牛アデノウイルス病、牛ロタウイルス病など

空知農業改良普及センター畜産部会資料より
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逆性石鹸には次の弱点があります。
①低温下で効果が落ちる。
②有機物存在下で効果が落ちる。
③効果が出る病原体が限られる。

逆性石けんの弱点を補うために、消石灰
より粒が細かい「水酸化カルシウム粉末（マ
イクロ水酸化カルシウム）」を混合することで、
消毒効果の増強・拡大が可能です。

(畜産現場での効果的な消毒 令和６年 公益社団法人畜産技術協会資料より）

※作り置きは可能、１週間程度で使い切る

〇逆性石鹸の効果を補助するために“マイクロＭＩＸ法”

※※ アルコールは、糞便中のヨーネ菌に効果はありません。洗浄後の水槽・
飼槽に用いることは可能です。

一
般
細
菌

サ
ル
モ
ネ
ラ

ヨ
ー

ネ
菌

ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
（

芽
胞
菌
）

エ
ン
ベ
ロ
ー

プ
有

エ
ン
ベ
ロ
ー

プ
無

畜
舎

器
具

踏
込
消
毒
槽

畜
体

車
両

過酢酸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ アセサイド、エスサイド他
金属腐食（防サビ剤添加でサ
ビ抑制）

石灰資材 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （消石灰、ドロマイト等）
人体にはドロマイトの方が安
全性が高い

逆性石けん ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
パコマ、アストップ、ロンテクト、
クリアキル、オスバン他

有機物で効力減少

両性石けん ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
パステン、パステンコツ、ネオラッ
ク、エイトール他

有機物で効力減少

オルソ系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
タナベゾール、パンゾール、トライ
キル他

日光により効力減少

塩素系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クレンテ、スミクロール、アンテッ
クビルコンＳ他

金属腐食、高温で塩素が減少

ヨウ素系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クリンナップ、リンドレス、ポリアッ
プ、ヨーテッド、ヨードホール他

金属腐食、日光で効力減少

アルデヒド系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ グルタプラス 劇薬

アルコール ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 蒸発しやすい

市　販　品　名 備　　　考

細　　菌 ウイルス

カ
ビ

コ
ク
シ
ジ
ウ
ム

使　用　対　象

効 果

種 類

※

※※

※※※

混合液は上澄みを使用
噴霧器を使用する場合は、ノズルが
詰まるのを防ぐため、沈殿物を吸い
込まないようにする。



病原体は、一定以上の数に増えると感染を引き起こします。
定期的な洗浄と消毒で、病原体の密度を低く保つことが大切です。

・これらの牛たちは、生理的・環境的な変化により抵抗力が低下し易い状態です。

・このような状態の牛たちには、清潔で充分な栄養を摂取できる環境が必要です。

・各ステージの飼養管理を最適化して抵抗力を強化しましょう！

高泌乳牛

分娩前後の経産牛（産褥期）と新生子牛

ほ育牛 離乳移行期牛

乾乳後期牛

分娩前後の母牛は、とってもデリケート。飼養環境にも気配りを！

【乾乳期】 フリーストールの場合 飼養密度 85%
フリーバーンの場合 飼養面積 14㎡以上

【産褥期】 フリーストールの場合 飼養密度 ２ロウ100％以下、３ロウ85%程度
フリーバーンの場合 飼養面積 10㎡以上

・分娩房がある場合、分娩予定日の2週間前もしくは分娩兆候が見られたら移動する
・分娩場所の敷料は、麦稈などのストローが望ましい（疎水性に優れる敷料は、
分娩時の産道の細菌感染・子牛の細菌汚染リスクが低減する） 。

飼養スペース

（１）病原体に感染しやすい牛たち

１ 清潔な牛舎環境

飼 養 管 理８
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・器具の洗浄・施設の清掃は、作業頻度と精度が
高いほど病原体を減少させます。

・使用目的、用途に合った消毒薬剤（14頁参照）
を使いましょう。

【ほ乳瓶】洗浄手順
・すすぎ→洗浄：アルカリ洗剤→(洗浄：酸性洗剤)*→乾燥*
*酸性洗剤は、3～4日間隔(目安は、１週間に2回)
*乾燥できない場合は、殺菌剤に浸漬

【ニップル部】洗浄手順
・分解→洗浄：アルカリ洗剤→殺菌剤浸漬
もしくは、洗浄バット内でミルカーと一緒に洗浄

【飼槽】レジコン飼槽は、
・清潔で作業性(掃除・エサ寄せなど) も向上する

【ウォーターカップ】水槽汚れは、
・飲水量と採食量が減少し、免疫力の低下を招く

【カーフハッチ】
・充分な敷料を使い、使用後
は洗浄・消毒・乾燥させる

ふかふかで乾いてる
広いスペースで快適！

乾いたベットで
みんなが休める！
（適正密度）

（２）清潔な環境（口に入れさせない）
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暑熱ストレスは、乳牛に様々な変化・悪い影響（免疫力低下によりサルモネラ
症などの罹患リスクが高まります）を及ぼします。複合的な暑熱対策をおこない、
生産性の低下を最小限に抑えることが重要です。

・気温が低くても、湿度が高ければ不快指数(THI)は高くなります。
早見表やヒートストレスメーターで、乳牛が受けているストレス状態を確認しましょう。

・専用アプリを使えば、THI予報で事前の対策も可能です。

THI：温度と湿度を用いた計算式により不快指数を数値化したもの。
乳牛は、１日の平均THI68を超えると乳量が低下し始めます。

ヒートストレスメーター

上段：経産牛用

下段：子牛用

酪農ジャーナル電子版より引用

ストレスを受け始める

非常に強いストレス

強いストレスを受ける

２ 暑熱対策

（１）乳牛の暑熱評価指標：THI
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☆体温の上昇を防ぐ
・送風機を増設：牛体に風を当てて体感温度を下げる

（風速３m/秒で、体感温度は10℃低下します）
・送風機＋ミストを設置：水が蒸散する気化熱により空間を冷やすシステム

（噴射・休止を繰り返す。熱噴射時間は18～30秒⇔気化するまで休止）
※湿度70%以上では使用しない、稼働方法は農場毎に異なる

夏は換気をしても、高い外気温を牛舎内に取り込むため、温度は下がりません。
管内の農場では、体感温度を下げるため「換気＋α」に取り組んでいます。

フリーストール：大型送風機を設置 つなぎ牛舎：置き型送風機を飼槽側・通路側に増設

つなぎ牛舎：トンネル換気で入気する
外気温を下げるため、入気側にミストを設置

フリーストール：舎内温度を下げるため、
送風機より低い位置にミストを設置

☆施設内の温度を下げる
・遮光ネットの設置 :日射による放射熱を緩和して舎内温度を下げる
・断熱材施工設置 :屋根に断熱材の取付や吹き付けで放射熱を減少

ほ育舎：カーフハッチへの日射を避けるため、
窓に遮光ネットを設置

牛舎天井：牛舎内の温度を下げるため、
牛舎２階天井に断熱材を吹き付け施工

風
の
向
き

天井温度 2階床温度

床～天井中間温度

屋根裏の
温度上昇を抑制

（２）管内で実施されている暑熱対策の事例

18



サルモネラは、ルーメン内の環境が健康であれば経口感染しても死滅します。
免疫力を高めるには、健康なルーメンづくりと栄養の充足が重要です。

カビ毒吸着剤は、特定のカビ毒を吸着して排出させます
生菌剤は、腸内細菌叢を適正化して、大腸のバリア機能を維持します

免 疫 力 強 化９

（１）栄養の充足と健康なルーメン

私のルーメンが
健康だったら
サルモネラなんて
はね除けます！
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（２）飼槽管理のポイント

エサが届かない
食べられないよ…

20

いつでもエサが
食べられる！

エサが少ない
足りないよ…
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